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ア ー ルトデザインの

3つの建築的な特徴

A・アー ルトの建築には下記の3つの特徴があげ

られる。これらは、お互いに連関しながらも一 つ

の建築として集結してカタチとな って現れてい

る。モダニズムの建築の中でも、インター ナショ

ナルスタイルとは異な り、地域の特性を大きく

取り込んだ希有な建築デザインである。

1 自然との対峙

地形に応じた建築ゾーニング

2部分と全体の統合

アー ティキュレー ションによるデザイン

3グラデー ション

ヒエラルキー を持つ空間の構成

1夏の家 等高線を読み込んだ建物配置

1「自然との対峙」

地形に応じた建築ゾー ニング

敷地の傾斜 、 等高線を利用した建築の配置

ゾー ニングを得意とする建築家で自然に逆ら

うのではなく、 自然を取り込み建築の味方に

つけるデザインを積極的に展開している。※1

2部分と全体の統合

「ア ー ティキュレ ー ション」によるテザイン

建築を分節しながら、部分と全体性を統合し

ながらデザインを行う手法である。直線と自由

曲線などの形態もこれらアー ティキュレー ショ

ンによって並置され、デザインとしての統合を

図っている。※2

3 「グラデー ション」

ヒエラルキ ーを持つ空間の構成

空間の組み立て方においても、1つの空間に

フォ ー カスした階層性を平面の中に置いてい

る。例えばセイナッツァロの村役場の議場の

配置のように、目的となる主たる空間へ導くよ

うなアプローチが特徴的である。※3

2フィンランデイアホ ー ル 分節した壁面を見る

建築的特徴を開ロデザインの

3つの思想に引き継ぐ

この3つの建築デザインの特徴は、開口部の

扱いや自然光との対峙の方法にも反映され、

特に断面計画にも顕著に展開がなされている。

具体的には、自然との対峙は「太陽の位置を

計算した開口部」アー ティキュレー ションは「分

節ポイントからの採光」 、 グラデュエ ー ションは

「リフレクターによる光の拡散」へと3つの建築

デザインの特徴は、 スケ ー ルや光の粒子の扱

いにまでプレイクダウンされ光と建築との関係

性を建築内部空間にも引き継がれている。

1自然との対峙

→「太陽の位置を計算した開口部」

開口から見ることができる風景だけではなく、

建築内に入る光も周到に計算がされており、

自然を積極的に取り込むものとな っている。

視線のコントロ ー ルや風景を切り取る操作

など、自然と対峙するための開口部であるとと

もに計算された「光」により豊かな内部空間を

作り出すための開口部なのだ。

3セイナッツァロの村役場中央議場にフォー カスした平断面計画

2 ア ー ティキュレ ー ション

→「分節ポイントからの採光」

分節した屋根か壁の袈は、 自然の光を取り込

む場所となっている。さらには、リフレクター や

クリスタルスカイライトにより光の視覚化によっ

て、自然 光の存在をより強いものとしている。

光の密度による部分の集積が全体の空間を構

築しており、分節した隙間から入る光は、建築の

部分と全体の間を振幅し、光の粒子が行き届き、

空間に奥行きと調和を与えている。

3 グラデー ション

→「リフレクタ ー による光の拡散」

屋根、壁から取り込んだ自然の光は、天井や内

壁、反射板により拡散され、そこで生まれる陰

影は、均質なものではなくグラデー ションを創り

出し空間の質を豊かなものとしている。リフレク

ターの反射効果によって生まれる「光のグラデー

ション」は、内部空間を構成する素材とのハ ー モ

ナイズにより増幅性を高め室内に拡散される。

光と向き合う思想からなる

8つの開ロデザインの手法

アー ルトによる光の取入れるための3つ思想は、

次頁の8つの開口部の手法に分類され、 デザイ

ンとしての展開が試みられている。建物用途や

デザインをした時代によって細かな点での光の

取り込み手法には変化がみられるが、本質的に

は、光に関しては繊細かつ積極的に室内空間に

導くことを基本的な共通項が見られる。
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